
あかりをつけましあかりをつけましょょ
ぼんぼりに～　　　　　ぼんぼりに～♪♪
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『『養養父市子育父市子育てて・・

移住サポートセンター　移住サポートセンター』』

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
移
住
・
定

住
に
関
す
る
相
談
や
情
報
発
信

（
一
般
社
団
法
人
田
舎
暮
ら
し

倶
楽
部
に
委
託
）
、
子
育
て
相
談

や
日
曜
日
等
の
学
童
一
時
預
か

り
事
業
な
ど
の
子
育
て
支
援

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
り
と
る
め
い
と

に
委
託
）
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
起
業
・
創
業
を

志
す
若
者
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
、

地
域
の
ふ
れ
あ
い
活
動
な
ど
、

子
ど
も
、
若
者
、
高
齢
者
な
ど
世

代
を
超
え
た
人
が
集
え
る
場
所

と
な
る
よ
う
整
備
し
ま
し
た
。

　

土
・
日
曜
日
で
も
常
駐
す
る

ス
タ
ッ
フ
に
、
移
住
定
住
に
関

す
る
疑
問
や
子
育
て
の
悩
み
な

ど
、
誰
で
も
気
軽
に
相
談
で
き

ま
す
。

　

養
父
市
に
移
住
し
た
い

人
が
望
む
田
舎
暮
ら
し
が

実
現
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

　

誰
で
も
気
軽
に
出
入
り

で
き
る
施
設
に
し
て
、
地

域
と
人
を
つ
な
い
で
い
き

た
い
で
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

来
た
ら
子
育
て
全
般
に
つ

い
て
相
談
で
き
、
悩
み
に

応
じ
て
施
設
の
紹
介
も
で

き
ま
す
。

　

利
用
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

（NPO）りとるめいと

理事長衣川益子さん
田舎暮らし倶楽部

代表理事西垣憲志さん

子育て広場で遊ぶ親子ら

移住相談室

　

若
者
の
交
流
や
学
習
ス
ペ
ー

ス
、
地
域
の
ふ
れ
あ
い
活
動
の

場
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

◎
利
用
時
間　

午
前
９
時
～
午
後　

時
10

◎
開
設
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

　

日
曜
日
な
ど
に
児
童
を
預
か

り
ま
す
。

◎
開
設
時
間
（
日
・
祝
）

午
前
８
時
～
午
後
６
時 

◎
開
設
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

ぬ
い
ぐ
る
み
や
遊
具
な
ど
が

あ
り
、
子
育
て
中
の
親
子
ら
が

集
ま
っ
て
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な

が
ら
子
育
て
相
談
が
で
き
ま
す
。
　

移
住
定
住
相
談
、
企
業
創
業

相
談
を
行
っ
た
り
、
空
き
家
バ

ン
ク
や
各
種
支
援
制
度
な
ど
の

情
報
発
信
を
し
た
り
し
ま
す
。 

　

来
場
者
ら
が
、
暮
ら
し
の
情

報
を
交
換
し
あ
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

ボ
ー
ド
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

一人一人に寄り添った支援を行います

ＯＯＰＥＮＰＥＮ！！

▼
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
・

移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
６
２
・
２
６
７
７
）

※
火
曜
日
休
館

　

ま

た
、
コ

ワ

ー

キ

ン

グ

ス

ペ
ー
ス
や
高
校
生
な
ど
の
学

習
の
場
と
し
て
も
利
用
が
可

能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

移
住
相
談
室

子
育
て
広
場
室

多
目
的
ホ
ー
ル

学
童
ク
ラ
ブ
室

　国の地方創生拠点整備交付金を受けて旧八鹿幼稚園舎を改修した「養父市子育

て・移住サポートセンター」が、2月22日に竣工しました。

　ここでは、住まいや子育て、起業・創業など一人一人の希望に応じた情報提供、

相談支援を行います。
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有
効
な
自
動
車
運
転
免
許

証
は
、
公
安
委
員
会
へ
自
主
返

納
（
申
請
に
よ
る
取
り
消
し
）

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

運
転
免
許
証
を
返
納
す
る

と
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
の
交

付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
、

こ
の
証
明
書
は
、
運
転
免
許
証

同
様
に
身
分
証
に
な
り
ま
す
。

『
養
父
市
高
齢
者
運
転
免
許
証　

　
　
　
　
　
　

自
主
返
納
支
援
補
助
制
度
』

　

全
国
的
に
高
齢
運
転
者
に
よ
る
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
事
故
の
特
徴
と
し
て
、
ブ

レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
や
ハ
ン
ド
ル
操
作
の
誤
り
な
ど
、「
操
作
不
適
」
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

体
力
が
衰
え
て
き
た
こ
と
で
運
転
に
自
信
が
な
く
な
っ
た
り
、
家
族
か
ら
運
転
が
心
配
な
ど
と

指
摘
さ
れ
て
い
た
ら
、
運
転
免
許
証
の
返
納
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

交
付
を
受
け
る
に
は
、
自
主

返
納
後
、
５
年
以
内
で
あ
れ
ば

申
請
が
可
能
で
す
。

　

県
内
在
住
の　

歳
以
上
の

６５

返
納
者
は
、
運
転
経
歴
証
明
書

を
提
示
す
る
こ
と
で
、
バ
ス
乗

車
運
賃
や
宿
泊
施
設
等
の
利

用
割
引
な
ど
の
特
典
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
養
父
市
内
で
の
バ

ス
利
用
の
際
は
、「
高
齢
者
等
優

養父市高齢者等優待乗車証

3300年年44月月～～
対象者拡対象者拡大大

　

優
待
乗
車
証
を
お
持
ち
の

人
は
、
全
但
バ
ス
が
運
行
す
る

路
線
バ
ス
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
を
含
む
）
で
、
養
父
市
内
を

走
行
す
る
区
間
に
限
り
、
１
乗

車
１
５
０
円
の
負
担
で
利
用

で
き
る
制
度
で
す
。

　

平
成　

年
４
月
か
ら
は
、
従

30

来
の
交
付
対
象
者
に
加
え
、

「
満　

歳
か
ら　

歳
で
、
運
転

65

69

免
許
証
を
返
納
し
た
人
」
も
運

転
経
歴
証
明
書
の
提
示
に
よ

り
交
付
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
申
請
い
た
だ
き
、
安
全

で
負
担
の
少
な
い
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▲

交
付
対
象
者

　

養
父
市
内
在
住
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
す
。

①
満　

歳
以
上
の
人

70

②
満　

歳
～　

歳
で
運
転
免

65

69

許
証
を
返
納
し
た
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手

帳
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の
人

④
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

▲

有
効
期
間　

　

現
在
交
付
し
て
い
る
優
待

乗
車
証
有
効
期
間
は
、
平
成　
31

年
３
月
末
ま
で
で
す
。

▲

申
請
先　

　

交
付
を
希
望
す
る
人
は
、
市

役
所
社
会
福
祉
課
お
よ
び
、
お

住
ま
い
の
地
域
の
地
域
局
に

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

に
は
、
交
付
対
象
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
の
提
示
が

必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
広
報
３
月
号

と
一
緒
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ

（
申
請
書
）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
社
会
福
祉
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉

課
（
☎
６
６
２
・
３
１
６
２
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い
！！

養
父
市
高
齢
者
等
優
待
乗
車

養
父
市
高
齢
者
等
優
待
乗
車
証証
（
バ
ス
券
）

（
バ
ス
券
）　

高齢者等優待乗車証 / 高齢者運転免許証自主返納支援補助制高齢者等優待乗車証　/　高齢者運転免許証自主返納支援補助制度度

運転経歴証明書（イメージ）

運転経歴証明書
（自動車等の運転はできません）

　市では、高齢運転者の運転免

許証自主返納を支援するため、

「運転経歴証明書」交付手数料

（1,000円）を補助します。

※交付手数料の見直しがあった

場合は、改定金額を補助します。

【対象者】

　運転経歴証明書（平成30年4

月1日以降に交付を受けたも

の）の住所が養父市内かつ年齢

が65歳以上の人

【申請・問い合わせ先】

　申請書類・手続き等、詳しく

は、市民課（☎662‐3163）へお問

い合わせください。

　交付手数料交付手数料をを
補助します　　　補助します！！

「自主返納支援補助制度「自主返納支援補助制度」」

運
転
経
歴
証
明
書

待
乗
車
証
」
を
利
用
す
る
方
が

お
得
で
す
！

　

ま
た
、
宿
泊
施
設
等
の
割
引

に
つ
い
て
は
、
利
用
申
込
時
に

各
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

養
父
警
察
署（
☎
６
６
２
・
０
１

１
０
）
、但
馬
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
（
☎
６
６
２
・
１
１
１
７
）
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講演をする保田さん

　

「
大
人
の
た
め
の
食
育
」
講
演
会
が
、
２
月
４

日
に
八
鹿
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
農
学
博
士
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
兵
庫
農

漁
村
社
会
研
究
所
理
事
長
の
保
田
茂
さ
ん
。
平

成　

年
４
月
か
ら
は
、
養
父
市
で
も
「
お
お
や
有

23

機
農
業
の
学
校
」
の
校
長
と
し
て
、
農
業
後
継
者

の
育
成
指
導
も
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
、
保
田
さ
ん
は
、
食
が
人
間
の
体
に
与
え

る
影
響
な
ど
を
科
学
的
な
裏
付
け
や
事
例
な
ど

を
示
し
な
が
ら
説
明
。
参
加
し
た
市
民
１
７
０

人
は
、
分
か
り
や
す
く
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
講

演
に
最
後
ま
で
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

自主放送番組について意見を交わす委員ら
　

市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
で
２
月　

日
、

13

番
組
審
議
会
を
開
き
、
学
識
経
験
者
や
小
中
学

校
校
長
、
文
化
協
会
長
な
ど
の
委
員
９
人
が
出

席
。
自
主
放
送
番
組
（
ふ
れ
あ
い
ト
ピ
ッ
ク
ス
）

の
適
正
を
図
る
た
め
必
要
事
項
に
つ
い
て
審
議

し
ま
し
た
。

　

同
審
議
会
で
は
、
２
件
の
制
作
番
組
を
視
聴
。

委
員
か
ら
「
テ
ロ
ッ
プ
（
文
字
表
示
）
の
出
し
方

に
工
夫
が
ほ
し
い
」
、「
視
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
っ
て
は
ど
う
か
」
、「
一
般
の
市
民
が
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
す
る
な
ど
市
民
参
加
型
に
し
て
は
ど
う

か
」
な
ど
、
今
後
の
よ
り
よ
い
番
組
づ
く
り
に
向

け
た
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

養養
父
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放

父
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送送

　

番
組
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
目
指
し
審
議

　
　

番
組
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
目
指
し
審
議
会会

「「
大
人
の
た
め
の
食
育
」
講
演
会
開

大
人
の
た
め
の
食
育
」
講
演
会
開
催催

　

２
月
８
日
、
八
鹿
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
養

父
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
八
鹿
地
域
懇

談
会
で
、
養
父
警
察
署
員
ら
が
「
高
齢
者
の
交
通

安
全
」
寸
劇
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
同
署
で
結
成
さ
れ
た
交
通
安
全
教

育
グ
ル
ー
プ
「
Ｙ
Ｐ
Ｓ
Ａ
（
ヤ
プ
サ
）
」
が
、
横
断

歩
道
を
無
視
す
る
高
齢
者
夫
婦
や
、
自
転
車
に

乗
り
な
が
ら
携
帯
電
話
を
使
用
す
る
行
為
を
、

三
線
を
引
き
な
が
ら
登
場
す
る
警
察
官
が
、
注

意
す
る
と
い
う
も
の
。
お
ば
あ
さ
ん
役
を
演
じ

た
小
屋
敷
博
文
警
部
補
は
「
事
故
件
数
の
話
だ

け
で
な
く
、
寸
劇
を
交
え
な
が
ら
交
通
安
全
を

伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

養養
父
警
察
署
員
ら
が
寸
劇

父
警
察
署
員
ら
が
寸
劇
でで

　

高
齢
者
の
交
通
安
全
を
呼
び
か

　
　

高
齢
者
の
交
通
安
全
を
呼
び
か
けけ

寸劇で交通安全を呼びかける警察署員ら

　

一
ノ
本
智
毅
さ
ん
・
朝
香
さ
ん
夫
婦
が
、
２
月

　

日
か
ら　

日
に
開
か
れ
た
国
民
体
育
大
会
冬

25

28

季
大
会
ス
キ
ー
競
技
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

智
毅
さ
ん
は
８
回
目
の
出
場
、
朝
香
さ
ん
は

７
回
目
の
出
場
。
２
人
は
、
昨
年
９
月
に
結
婚
し
、

夫
婦
と
し
て
の
国
体
出
場
は
今
回
が
初
め
て
。

　

大
会
に
は
、
一
ノ
本
さ
ん
を
含
め
、
養
父
市
か

ら
６
人
が
出
場
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

夫夫
婦
で
初
出
場

婦
で
初
出
場
！！

　

国
民
体
育
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競

　
　

国
民
体
育
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技技

氷ノ山国際スキー場で練習する一ノ本夫婦

【
ア
ル
ペ
ン
】
一
ノ
本
智
毅
さ
ん
（
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
成
年

男
子
Ａ　

位
）、
一
ノ
本
朝
香
さ
ん
（
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
成
年

24

女
子
Ａ　

位
）、
一
ノ
本
龍
之
介
さ
ん
（
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
少

35

年
男
子　

位
）

79

【
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
】
栃
本
裕
人
さ
ん
（
少
年
男
子　

㌔
ク
ラ
シ
カ

10

ル　

位
）、
矢
野
泰
山
さ
ん
（
成
年
男
Ａ　

㌔

ク
ラ
シ
カ
ル　

位
）、
南

91

10

76

真
唯
さ
ん
（
成
年
女
子
Ａ
５
㌔
ク
ラ
シ
カ
ル　

位
）

42

4２ ０ １８年3月　市広報やぶ 
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このほかにも市内の話題を Facebook で掲載中です！　養父市　Facebook　で検索してください。
フェイスブック

　
山
岳
遭
難
救
助
訓
練
が
、
２
月　

日
に
氷
ノ

28

山
国
際
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
は
ス
キ
ー
客
が
雪
崩
に
巻
き
込
ま
れ
行

方
不
明
と
い
う
想
定
で
、
警
察
、
消
防
、
氷
ノ
山

鉢
伏
山
山
岳
救
助
隊
、
株
式
会
社
オ
ー
シ
ス

マ
ッ
プ
、
市
の
総
勢　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

60

　
三
戸
養
父
警
察
署
長
は
「
雪
崩
は
い
つ
ど
こ

で
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
。
関
係
機
関
の
連
携

を
深
め
、
任
務
を
達
成
し
て
ほ
し
い
」
と
訓
示
。

　

参
加
し
た
隊
員
は
、
ド
ロ
ー
ン
（
無
線
操
縦
の

無
人
機
）
が
発
見
し
た
遭
難
者
の
痕
跡
付
近
を

探
査
棒
（
ゾ
ン
デ
棒
）
で
捜
索
。
要
救
助
者
の
発

見
と
搬
送
ま
で
の
行
動
を
確
認
し
ま
し
た
。

山山
岳
遭
難
救
助
訓

岳
遭
難
救
助
訓
練練

　

連
携
深
め
任
務
達
成
を
目
指

　
　

連
携
深
め
任
務
達
成
を
目
指
すす

　
お
お
や
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
、
B
＆
G
財
団
が
行
う
施
設
の
管
理
運
営
を
評

価
す
る
制
度
で
最
高
評
価
「
特
A
」
を
獲
得
し
ま
し
た
。

山岳救助隊長から指導を受ける警察署員ら

ねってい相撲の様子 　
奥
米
地
の
「
水
谷
神
社
ね
っ
て
い
相
撲
保
存

会
（
足
立
泰
輔
会
長
）
」
が
、
兵
庫
県
芸
術
文
化
協

会
の
「
ふ
る
さ
と
文
化
賞
」
を
受
賞
し
、
２
月　
20

日
、
兵
庫
県
民
会
館
（
神
戸
市
）
で
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ね
っ
て
い
相
撲
は
、
平
安
時
代
の
節
会
相
撲

が
起
源
と
さ
れ
、
悪
霊
を
鎮
め
五
穀
豊
穣
を
祈

願
す
る
も
の
。
こ
の
伝
統
芸
能
を
受
け
継
ご
う

と
、
保
存
会
と
区
民
が
今
日
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
足
立
会
長
は
「
歴
史
あ
る
ね
っ
て
い
相
撲
を

受
け
継
ぎ
、
今
後
も
後
世
に
伝
え
て
い
く
誇
り

と
責
任
を
感
じ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

歴歴
史
あ
る
「
水
谷
神
社
ね
っ
て
い
相
撲

史
あ
る
「
水
谷
神
社
ね
っ
て
い
相
撲
」」

　

ふ
る
さ
と
文
化
賞
受

　
　

ふ
る
さ
と
文
化
賞
受
賞賞

最高評価「特Ａ」獲得を喜ぶ利用者ら

おお
お
や
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

お
や
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ーー

　

５
年
連
続
「
特
Ａ
」
評
価
獲
得

　
　

５
年
連
続
「
特
Ａ
」
評
価
獲
得
！！

　
こ
の
制
度
は
、
セ
ン
タ
ー
の
利
用
人
数
や
特

色
あ
る
取
り
組
み
、
施
設
管
理
な
ど
を
点
数
に

換
算
し
、
６
段
階
で
評
価
す
る
も
の
。
同
セ
ン

タ
ー
で
は
、
今
回
、
５
年
連
続
５
度
目
の
最
高
評

価
を
得
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
長
は
、「
こ
の
受
賞
を
励
み
に
し

て
、　

年
連
続
獲
得
を
目
標
に
、
こ
れ
か
ら
も
ス

10

ポ
ー
ツ
事
業
、
文
化
事
業
、
地
域
ふ
れ
あ
い
事
業

な
ど
を
通
し
て
利
用
者
や
市
民
の
皆
さ
ま
に
愛

さ
れ
る
施
設
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
」
と
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

　
２
月　

日
、
市
内
２
校
で
卒
業
証
書
授
与
式

28

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
八
鹿
高
等
学
校
で
は
男
子　

人
、
女
子
１
０

96

３
人
の
合
わ
せ
て
１
９
９
人
の
生
徒
が
卒
業
。

一
人
一
人
の
名
前
が
呼
ば
れ
た
後
、
代
表
者
が

校
長
か
ら
卒
業
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
答

辞
で
は
、
藤
原
彩
さ
ん
が
高
校
３
年
間
の
思
い

出
な
ど
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
但
馬
農
業
高
等
学
校
か
ら
は
農
業
科

　

人
、
畜
産
課　

人
、
生
活
科　

人
の
合
わ
せ
て

34

28

21

　

人
が
卒
業
。

83
　
多
く
の
人
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
思
い
出
の
学

び
や
か
ら
巣
立
ち
ま
し
た
。

八八
鹿
高
等
学
校
・
但
馬
農
業
高
等
学

鹿
高
等
学
校
・
但
馬
農
業
高
等
学
校校

　

卒
業
証
書
授
与

　
　

卒
業
証
書
授
与
式式

卒業生入場の様子(八鹿高等学校）
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安
心
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
は
、
支
援
が
必
要
と
思
わ

れ
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
乳

幼
児
、
児
童
・
生
徒
を
、
で
き
る

人
が
で
き
る
時
に
緩
や
か
に
見

守
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の

生
活
を
支
援
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
す
。

　

事
業
開
始
か
ら
5
年
が
経
過

し
、
平
成　

年
2
月
末
時
点
で

30

　

企
業
・
事
業
所
お
よ
び
団
体

56に
協
力
い
た
だ
き
見
守
り
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

協
力
事
業
所
等
は
、
仕
事
中

や
普
段
の
生
活
の
中
で
、
支
援

を
必
要
と
し
て
い
る
人
や
異
常

に
気
づ
い
た
と
き
に
市
役
所
や

社
会
福
祉
協
議
会
に
連
絡
。

　

連
絡
を
受
け
た
市
役
所
等
は
、

状
況
を
確
認
の
上
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
対
応
し
ま
す
。

協力事業所等一覧　（順不同・敬称略）
（平成29年2月～平成30年1月に協定締結分）

フミヤ薬品ヘアメイク　さいとう

(有)仁久屋なでしこ美容室

ＥＣＣＪｒ かぼ教室やまさだ呉服店

養父市自動車協会小谷写真場

大谷校区協議会高柳地区自治協議会

建屋校区自治協議会西谷自治会

八鹿地区自治協議会宿南地区自治協議会

　

今
後
も
よ
り
多
く
の
企
業
・

事
業
所
お
よ
び
団
体
に
参
加

い
た
だ
き
、
豊
か
な
地
域
生
活

の
実
現
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福

祉
課
（
☎
6
6
2
・
3
1
6
2
）

安
心
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に

　

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

安
心
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
力
事
業
所
・
団
体
の
役
割

養父市安心見守りネット
ワーク事業 ロゴマーク

　

市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
か
ら
ｅ
ｏ
光（
（
株
）ケ
イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ
ム
）サ
ー
ビ
ス
へ
の
切
替
に
伴
う
利
用
料

の
激
変
緩
和
と
し
て
、平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
利
用
料
を
対
象
に
テ
レ
ビ
視
聴
支
援
金
の

28

30

交
付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
平
成　

年
４
月
末
頃
に
案
内
文
書
を
送
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

30

　

た
だ
し
、交
付
に
は
複
数
の
条
件
が
あ
り
、申
請
い
た
だ
い
て
も
結
果
と
し
て
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

■
対
象
サ
ー
ビ
ス　

市
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
ま
た
は
ｅ
ｏ

光（（
株
）ケ
イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ
ム
）

の
サ
ー
ビ
ス

■
支
援
金
交
付
方
法　

償
還

払
い

※
利
用
者
は
、
い
っ
た
ん
月
額

利
用
料
を
１
年
間
支
払
い
、
翌

年
度
に
申
請
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
月
額
７
５
０
円

（
生
活
保
護
の
場
合
は
１
５
０

０
円
。
随
時
申
請
可
）
を
上
限

に
支
援
金
を
交
付
す
る
。

■
交
付
条
件　

生
活
保
護
、
満

　

歳
以
上
独
居
、
視
覚
・
聴
覚

75障
が
い
、
身
体
障
が
い
１
級
・

２
級
、
重
度
（
療
育
Ａ
）
知
的
障

が
い
、
重
度
（
１
級
）
精
神
障
が

い
、
戦
傷
病
者
、
要
介
護
４
ま

た
は
５
の
方
が
い
る
世
帯
で
、

世
帯
構
成
員
全
員
が
市
民
税

非
課
税
で
、
か
つ
世
帯
員
が
納

付
す
べ
き
市
税
、
使
用
料
等
を

完
納
し
て
い
る
場
合
に
支
援

金
を
交
付
す
る
。

※
対
象
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
各
地
区
の
公
民
館
も

対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
別
途
、

区
長
様
へ
ご
案
内
し
ま
す
。

■
世
帯
と
は　

同
一
テ
レ
ビ

サ
ー
ビ
ス
（
同
一
電
波
）
で
テ

レ
ビ
を
視
聴
す
る
全
て
の
世

帯
を
い
う
。

※
同
じ
家
に
住
ん
で
、
住
民
票

上
、
世
帯
が
違
う
が
、
テ
レ
ビ

サ
ー
ビ
ス
契
約
が
１
口
の
場

合
は
、
両
方
の
世
帯
を
１
つ
の

世
帯
と
し
て
課
税
、
非
課
税
を

判
断
す
る
。
母
屋
と
離
れ
に
世

帯
が
別
れ
て
い
る
が
、
テ
レ
ビ

サ
ー
ビ
ス
契
約
は
１
口
の
場

合
も
同
様
と
す
る
。

テ
レ
ビ
視
聴
支
援
金
の

交
付
申
請　

ご
案
内

　

支
援
金
の
申
請
に
は
、（
株
）

ケ
イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ
ム
か
ら
届

く
「
ご
利
用
料
金
口
座
振
替
の

お
知
ら
せ
兼
領
収
書
」（
口
座

振
替
の
場
合
）
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
付
書
が
届
き
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
現

金
で
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
領
収
書
を
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

情
報
課

（
☎
６
６
３
・
２
６
０
０
）

制
度
概
要

１

２

ｅ
ｏ
光
（
（
株
）
ケ
イ
・
オ
プ

テ
ィ
コ
ム
）
利
用
料
の
領

収
書
は
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
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平
成　

年
全
国
消
費
者
物

29

価
指
数
の
実
績
値
（
対
前
年

比
０
・
５
％
増
）
を
踏
ま
え
、

各
種
手
当
の
額
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

　

各
種
手
当
の
支
給
額
に
つ

い
て
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福

祉
課（
☎
６
６
２
・
３
１
６
２
）

市
長

広
瀬　

栄

市
長
ふ
れ
あ
い
広
場

　
今
年
の
寒
さ
は
一
段
と
厳
し

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
昨

年
末
よ
り
、
大
陸
か
ら
張
り
出

し
た
寒
気
に
日
本
全
国
が
繰
り

返
し
覆
わ
れ
、
東
北
か
ら
北
陸
、

山
陰
海
岸
部
に
お
い
て
記
録
的

な
豪
雪
と
な
り
ま
し
た
。
幸
い

但
馬
内
陸
部
に
お
い
て
は
大
き

な
雪
雲
が
通
過
す
る
こ
と
も
な

く
、
養
父
市
で
は
ス
キ
ー
場
は

降
雪
、
里
は
ほ
ど
ほ
ど
に
と
い

う
極
め
て
恵
ま
れ
た
冬
と
な
り

ま
し
た
。

　
韓
国
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
で
行
わ

れ
た
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お

け
る
日
本
人
選
手
の
活
躍
は
目

覚
ま
し
く
、
多
く
の
人
々
に
感

動
と
希
望
・
勇
気
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
特
に
、
女
子
ス
ケ
ー
ト

競
技
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
小
平
奈

緒
選
手
の
自
分
自
身
を
表
現
す

る
言
葉
と
し
て
「
求
道
者
」
、「
情

熱
」
、「
真
摯
」
を
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。
日
本
選
手
団
を
象
徴
す
る

よ
う
な
言
葉
で
あ
り
、
強
く
心

を
揺
り
動
か
さ
れ
ま
し
た
。 　

何
気
な
く
日
常
の
営
み
を
し

て
い
る
私
に
と
っ
て
、
瞬
時
も

無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
目
的
に

向
か
っ
て
ひ
た
む
き
に
人
生
を

歩
む
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て

認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
議
会
３
月
定
例
会
が
開
催

中
で
す
。
平
成　

年
度
の
施
政

30

方
針
や
予
算
等
に
つ
い
て
審
議

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

平
成　

年
度
は
、
農
業
・
子
育

30

て
・
福
祉
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

日
本
一
を
市
政
運
営
の
三
本
の

柱
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
中

で
福
祉
日
本
一
は
本
年
度
か
ら

新
た
に
柱
と
し
て
位
置
付
け
、

そ
の
思
い
は
全
て
の
市
民
が
社

会
の
一
員
と
し
て
大
切
に
さ
れ
、

自
立
で
き
、
住
み
心
地
の
良
い
、

優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
と

い
う
も
の
で
す
。
優
し
さ
は
強

さ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
し
な
や

か
で
強
靭
な
社
会
基
盤
づ
く
り

は
地
方
創
生
に
欠
か
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
強
き
東
風
に
春

を
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ

農
業
委
員
会
だ
よ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

　

所
有
し
て
い
る
農
地
を
耕

作

す

る

こ

と

が

で

き

な

く

な
っ
た
場
合
、
代
わ
り
に
耕
作

し
て
く
れ
る
人
を
自
ら
探
し
、

利
用
権
設
定
や
農
地
法
３
条

に
よ
る
貸
し
借
り
（
ま
た
は
権

利
移
転
）
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。（
市
広
報
や
ぶ
平
成　

年
30

２
月
号
に
掲
載
）

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
農
地
の

受
け
手
を
自
ら
探
す
必
要
が

あ
る
こ
と
や
個
人
間
で
の
や

り
取
り
の
た
め
農
地
ト
ラ
ブ

ル
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

『
農
地
中
間
管
理
事
業
』
を
ご
紹
介

（
☎
６
６
４
・
１
４
５
０
）

　

そ
う
い
っ
た
問
題
を
解
決

す
る
た
め
、
平
成　

年
度
か
ら

26

農
地
中
間
管
理
事
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
農
地
の
貸
し

借
り
に
あ
た
り
個
人
の
相
対

で
は
な
く
、
間
に
農
地
中
間
管

理
機
構
が
入
る
こ
と
で
農
地

の
流
動
化
・
最
適
化
を
推
進
す

る
も
の
で
す
。

　

預
け
て
安
心
！　

借
り
て
納
得
！

農地中間管理事業を
活用した場合　【メリット】

○機構が最適な受け手をマッチン

　グしてくれる

○まとまって農地を貸し出した地

　区や個人に対し協力金や固定資

　産税の軽減が受けられることが

　ある

○長期間の貸付け（原則10年以上）

　のため、受け手は営農計画が立て

　やすくなる等

　【デメリット】

○農業振興地域内の農地に限る（八

　鹿・下網場・上網場を除く)

○受け手登録がない地域では農地

　の貸付けができない等

増　減30年4月から30年3月まで区　分

＋ ２１０円４２ ，５００円４２ ，２９０円児童扶養手当（全部支給）

 ＋ ２１０～
　＋ ５０円

 　４２ ，４９０円
　 ～１０ ，０３０円

 　４２ ，２８０円
　   ～９ ，９８０円児童扶養手当（一部支給）

＋ ２５０円５１ ，７００円５１ ，４５０円特別児童扶養手当（１級）

＋ １６０円３４ ，４３０円３４ ，２７０円特別児童扶養手当（２級）

＋ ７０円１４ ，６５０円１４ ，５８０円障害児福祉手当　

＋ １３０円２６ ，９４０円２６ ，８１０円特別障害者手当　

＋ ７０円１４ ，６５０円１４ ，５８０円経過的福祉手当　

平
成

年

平
成　

年
４４
月
分
月
分
かか
らら

3030

手
当
手
当
のの
額額
がが
変変
わ
り
ま

わ
り
ま
すす



　

死
に
た
い
ほ
ど
辛
い
と
き
は
、
身
近

な
人
に
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

弱
音
を
吐
い
た
り
、
辛
い
こ
と
か
ら

逃
げ
出
す
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

話
す
こ
と
に
よ
り
、
心
が
少
し
楽
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

と
に
か
く
、
ま
ず
静
か
に
話
を
聴
い

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

本
当
は
「
生
き
た
い
」
と
願
っ
て
い

る
か
ら
こ
そ
話
し
て
く
れ
る
の
で
す
。

気
の
利
い
た
言
葉
や
お
説
教
は
不
要

『
健
康

『
健
康
』』

ワ
ン
ポ
イ
ン

ワ
ン
ポ
イ
ン
トト

ア
ド
バ
イ

ア
ド
バ
イ
スス

　

私
た
ち
に
は
、
自
分
の
こ
と
は
自
分

で
決
め
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
殺
は
健
康
な
精
神
状
態

で
自
己
決
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

心
理
的
・
身
体
的
・
社
会
的
・
経
済
的
に

追
い
詰
め
ら
れ
た
末
の
死
で
す
。

　

自
殺
を
す
る
人
は
、
命
を
粗
末
に
す

る
人
で
し
ょ
う
か
？

　

む
し
ろ
、
一
生
懸
命
生
き
て
い
る
が

故
に
追
い
詰
め
ら
れ
「
死
ぬ
し
か
な

い
」
と
思
い
込
む
、
死
ぬ
こ
と
が
自
分

や
周
囲
に
と
っ
て
、
唯
一
の
解
決
策
と

考
え
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

お
知
ら
せ

上垣　 百花 （広谷三）
もか

宇都良 紗和 （広谷三）
さわ

才木あかり（朝倉）

高橋　 咲愛 （大屋市場）
さら

田中　 晴琉 （小城）
はる

谷垣　 侑來 （京口）
ゆら

田村　 夏渚 （九鹿）
なぎさ

中尾 雄太郎 （夏梅）
ゆうたろう

西谷　 拓真 （梨ケ原）
たくま

西村　 渚紗 （堀畑）
なぎさ

橋本　 健志 （浅野）
つよし

濱　 央玖莉 （一部）
おぐり

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

　

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程
（
４
月
分
）

　
地
元
医
師
会
と
公
立
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療
の
日

程
と
担
当
医
師
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
場
所　

公
立
豊
岡
病
院

▼
診
療
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　▼

問
い
合
わ
せ
先　

公
立
豊
岡
病
院

（
☎
０
７
９
６
・　

・
６
１
１
１
）

22

4月

診
療
日

　

日（
日
）

22

担
当
医
師

赤
松　

亮

一
人
で
悩
み
を

　
　
　

抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

誰
か
に
「
死
に
た
い
」
と

　
　
　
　
　

言
わ
れ
た
ら
・
・
・

8２ ０ １８年3月　市広報やぶ 

で
す
。

　

た
だ
、「
あ
な
た
が
死
ん
で
し

ま
っ
た
ら
私
は
と
て
も
悲
し

い
」
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

話
を
聴
い
た
人
は
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
に
、
問
題
の
整
理
が

で
き
そ
う
な
人
や
、
市
役
所
・
保

健
所
な
ど
の
保
健
師
に
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

朝
来
健
康

福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課
（
☎

６
７
２
・
６
８
７
０
）

場所・時間日　程

 八鹿文化会館

　  9：30～11：15 ・13：30～15：30
3月29日（木）

 大屋地域局

　10：00 ～11：15 ・12：30～15：00
3月30日（金）

 やぶｙタウン
　10：00～12：30 ・13：30～16：00

4月29日（日）

林　　 樹輝 （一部）
いつき

廣瀬　 蒼大 （馬瀬）
そらた

藤原　 伶真 （小山）
りょうま

松田 幸多郎 （扇町）
こうたろう

森本　 啓斗 （奥米地）
けいと

森本　 煌生 （尾崎）
こうせい

矢野尾 琉生 （高柳谷）
るい

吉井　 蘭奈 （十二所一）
らな

和多田 真子 （虹の街）
まこ

３歳児健診（ １月）において、虫歯が１本もない

お子さんです。（５０音順）

僕たち私た僕たち私たちち
「虫歯なんかないよ！　　「虫歯なんかないよ！」」

献献血血ににご協ご協力力
お願いしますお願いします！！
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酒

　カットトマト

　ケチャップ

塩こしょう

パセリ

にんにく

鷹の爪

あさり

パスタ

オリーブ油

ああささりりととトトママトトののススパパゲゲッッテティィ
家族みんなでつくろう！ 簡単レシピ

A

材料（ 4人分）

【作り方】

①にんにくはみじん切り、鷹の爪は種

を取り除いて輪切りにする。

②あさりは海水程度の塩水(500mlの

水に対して塩大さじ1)につけ、冷暗所

に2～3時間置いて砂抜きする。

③パスタは表記されている時間より2

分短く塩ゆでし、水気をよくきる。

④フライパンにオリーブ油と①を入れ

　あさりは2～4月が旬で、貧血予防に効果のある鉄やビタミン
B12が豊富に含まれています。また、うま味成分であるタウリン

も豊富で、肝機能を高め、血液サラサラ効果があります。

◇栄養ワンポイント

～でき上がり～でき上がり～～

　

紙
お
む
つ
を
日
常
的
に
家

庭
ご
み
と
し
て
排
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
世
帯
を
支
援

す
る
た
め
、
在
宅
の
要
介
護
者

を
介
護
す
る
人
に
対
し
、
紙
お

む
つ
の
排
出
に
必
要
な
指
定

ご
み
袋
を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
り
経
済
的
負
担
を
軽
減
し

て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
市
内
に
住
所
の

あ
る
在
宅
の
要
介
護
４
ま
た

は
５
の
う
ち
、
紙
お
む
つ
を
日

常
的
に
使
用
し
て
い
る
人
で

す
。
１
年
間
大
袋　

枚
（
年
度

50

途
中
に
申
請
の
あ
っ
た
場
合

は
、
年
間
枚
数
を
申
請
月
か
ら

月
割
り
し
た
枚
数
）
を
支
給
し

ま
す
。

　

市
内
に
住
所
の
あ
る
要
介

護
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

に

対

し

て
、
紙

お

む

つ
・
紙

パ
ッ
ド
の
購
入
費
用
を
助
成

し
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
要
介
護
４
ま
た
は

５
に
認
定
さ
れ
た
要
介
護
者
を

介
護
し
て
い
る
同
居
者
全
員
の

市
民
税
が
非
課
税
の
人
で
、
月
額

６
２
５
０
円
（
年
間
７
万
５
０
０

０
円
）
を
申
請
月
の
翌
月
分
か
ら

支
給
し
ま
す
。

　

利
用
者
が
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
際
、
ご
自
宅
ま
で
の
訪

問
に
か
か
る
費
用
を
理
美
容
店

へ
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

対
象
者
は
、
市
内
に
住
所
の
あ

る
心
身
の
障
が
い
お
よ
び
傷
病

な
ど
の
理
由
に
よ
り
理
美
容
店

に
出
向
く
こ
と
が
困
難
な
人
で
、

要
介
護
４
ま
た
は
５
と
認
定
さ

れ
た
人
お
よ
び
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
ま
た
は
２
級
に
該
当
す

る
人
で
す
。

　

支
給
を
受
け
る
に
は
、
毎
年
度

申
請
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

介
護
保
険

課
（
☎
６
６
２
・
７
６
０
３
）

160cc

1缶

大さじ3

少々

少々

2片

1本

400ｇ

3束

大さじ4

市
で
は
、
要
介
護
認
定
に
お
い
て
、
要
介
護
４
ま
た
は

５
と
認
定
さ
れ
た
人
に
次
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

て火にかけ、香りが出たら水気をきった②と酒を加え、蓋をして

蒸し焼きする。

⑤あさりが開いたらAを入れてひと煮立ちさせ、③を加えて2分

程炒め、塩こしょうで味を調える。

⑥⑤をお皿に盛り付け、パセリを散らす。

紙
お
む
つ
用
ご
み
袋
の
支
給

介
護
用
品
券
の
給
付

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

お知らお知らせせ
介護保険介護保険課課

在
宅
生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
に
！



養父市役所  　　  緯６６２崖３１６１（代）

【企画総務部】

毅秘書課　　 　  緯６６２崖３１６８

毅企画政策課      緯６６２崖７６０２

毅国家戦略特区・地方創生課

　　　　　　      緯６６２崖３１６９

毅総務財政課　  緯６６２崖３１６１（代）

毅税務課 　　　　  緯６６２崖３１６４

毅収納対策室 　  緯６６２崖３１６６

【危機管理室】

毅防災安全課      緯６６２崖２８９９

毅情報課　　　   緯６６３崖２６００

【市民生活部】

毅市民課　　　   緯６６２崖３１６３

毅やぶぐらし課　 緯６６２崖３１７２

毅人権・協働課　 緯６６２崖７６０１

【健康福祉部】

毅社会福祉課  　緯６６２崖３１６２

毅介護保険課（地域包括支援センター）

　  　　　　　　緯６６２崖７６０３

毅健康課  　　　緯６６２崖３１６７

毅保険医療課　  緯６６２崖３１６５

【会計課】　　　  緯６６２崖７６０４

【議会事務局】　  緯６６５崖６８００

養父地域局　　  緯６ ６４崖０２８１（代）

【まち整備部】

毅土地利用未来課　  緯６６４崖１４１０

毅地籍調査課　  緯６６４崖０３２３

毅建設課　　　  緯６６４崖１９８４

毅上下水道課　  緯６６４崖１４７０

【産業環境部】

毅農林振興課　  緯６６４崖１４５１

毅農地政策課・農業委員会事務局

　　　　　　　　　    緯６６４崖１４５０

毅環境推進課　  緯６６４崖２０３３

毅商工観光課　  緯６６４崖０２８９

【教育委員会】

毅教育総務課　   緯６６４崖１６２７

毅学校教育課　   緯６６４崖１６２７

毅社会教育課　  緯６６４崖１６２８

毅こども育成課　  緯６６４崖０３１５

大屋地域局　 　 緯６ ６９崖０１２０（代）

関宮地域局     　緯６ ６７崖２３３１（代）

【市外局番　☎０７９ 】

問い合わせ先

インフォメーショインフォメーションンhttp://www.city.yabu.hyogo.jp/
＜ホームページ＞

市営住宅の入居者を募集します

広告

葬儀会館　セレーナ

広告

募　
　

集

▲

申込期間　 3月15日（木）～3月30日（金）

▲

申込先　土地利用未来課、市民課、大屋地域局、関宮地域局 （※申込者多数の場合は、抽選）

▲

問い合わせ先　土地利用未来課（緯664‐1981）

【特定公共賃貸住宅】　世帯の合計月額所得が15万8,000円を超え48万7,000円以下である世帯
家　賃 面積 規格 建設年度 部屋番号 団地名 

50,000円～65,000円85．8㎡ 3LDKH13301茶堂団地

31,000円～41,000円30．4㎡ 1KH8401伊佐団地（単身用）

【市営住宅・世帯用】

　同居している（見込み含む）世帯の合計月額所得が15万8,000円以下である世帯

家　　賃面積規格建設年度部屋番号団地名

19,400円～28,900円70.3㎡3LDKH53‐204あららぎ団地

乳
幼
児
心
肺
蘇
生
法
受
講
者

　

南
但
消
防
本
部
養
父
消
防

署
で
は
、
乳
幼
児
に
対
す
る
心

肺
蘇
生
法
や
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
り
扱

い
方
法
を
学
ぶ
普
通
救
命
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
大
切
な
お
子
さ

ん
の
呼
吸
が
急
に
止
ま
っ
た

ら
・
・
・
。
命
を
救
う
の
は
、
あ
な

た
で
す
。
こ
の
機
会
に
正
し
い

救
命
処
置
を
身
に
付
け
ま
せ

ん
か
。

▼
日
時　

３

月　

日
（
日
）
午

25

前
９
時
～
正
午

▼
場
所　

南
但
消
防
本
部
養

父
消
防
署

▼
募
集
人
員　
　

人
（
先
着
順
）

10

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

南

但
消
防
本
部
養
父
消
防
署　

救

急
係
（
☎
６
６
２
・
０
１
１
９
）

平
成　

年
度

30

　

第
１
回
兵
庫
県
警
察
官

▼
受
付
期
間　

３
月
８
日
（
木
）

～
４
月
９
日
（
月
）

▼
試
験
日　

５
月　

日
（
日
）

13

▼

採
用
予
定
人
員　

男
性
警
察

官
２
９
５
人
程
度
、
女
性
警
察

官　

人
程
度
、
特
別
区
分
（
情
報

25
処
理
２
人
程
度
、
心
理
相
談
２

人
程
度
、
武
道
４
人
程
度
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

養
父
警
察

署
（
☎
６
６
２
・
０
１
１
０
）

ひ
よ
マ
マ
ク
ッ
ク
参
加
者

　

旬
の
食
材
を
使
っ
た
、
子
育

て
世
代
を
対
象
に
し
た
料
理
教

室
で
す
。
料
理
の
基
礎
や
ア
レ

ン
ジ
方
法
な
ど
、
子
ど
も
も
喜

ぶ
健
康
的
な
レ
シ
ピ
が
学
べ
ま

10２ ０ １８年3月　市広報やぶ 
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▼
持
ち
物　

筆
記
用
具
、作
業

用

手

袋（
軍

手
）
、雨

具（
カ

ッ

パ
）
、水
筒
、健
康
保
険
証
、野
外

活
動
に
適
し
た
服
装（
長
袖
、長

ズ
ボ
ン
）
、
運
動
靴
、
帽
子

▼
申
込　

４
月　

日
（
木
）
ま
で

12

に
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
直
接
県
立
南
但
馬
自

然
学
校
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
前
日
の
正
午
以
降
に
キ
ャ
ン

セ
ル
し
た
場
合
は
、
保
険
料
を

徴
収
。

▼
そ
の
他　

天
候
に
よ
り
内
容

変
更
あ
り
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

県
立
南
但

馬
自
然
学
校
（
☎
６
７
６
・
４
７

３
１
（
指
導
課
）
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
６
７

６
・
４
０
０
８
）

但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
学

　

受
講
生

▼
期
間　

５
～　

月
（
９
日
間

11

　

講
座
）

13▼
対
象
者　

但
馬
地
域
在
住
・

在
勤
・
在
学
す
る
人

▼
定
員　

１
０
０
人
程
度

▼
場
所　

県
立
但
馬
長
寿
の
郷

ほ
か

▼
講
座　

自
然
・
歴
史
・
文
化
な

ど
但
馬
に
関
す
る
内
容

▼
受
講
料　

１
万
円
（
学
生
５

InformatioInformationn https://www.facebook.com/yabucityhall
＜フェイスブックページ＞

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

毎
月
第
２
火
曜
日
、

午
前　

時
～
午
後
１
時

10

初
回
は
４
月　

日
（
火
）

10

※
年
度
途
中
か
ら
の
参
加
も
可

能
で
す
。

▼
場
所　

や
ぶ
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費　

１
回
５
０
０
円

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
筆
記
用
具
な
ど

▼
そ
の
他　

託
児
あ
り

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健

康
課
（
☎
６
６
２
・
３
１
６
７
）

は
つ
ら
つ
ヘ
ル
シ
ー

　

ク
ッ
キ
ン
グ
受
講
者

▼
日
時　

毎
月
第
４
木
曜
日

（
４
月
～
翌
年
２
月
） 

初
回
は
４
月　

日
（
木
）
午
前
９

26

時　

分
～
午
後
１
時　

分

30

30

▼
場
所　

や
ぶ
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費　

５
０
０
円

▼
内
容　

①
た
め
に
な
る
健
康

の
話
②
健
康
メ
ニ
ュ
ー
の
考
案

③
調
理
実
習（
普
段
の
メ
ニ
ュ
ー

の
ひ
と
工
夫
・
旬
の
食
材
を
使
っ

た
レ
シ
ピ
な
ど
）

　

初
回
は
開
講
式
と
手
軽
に
で

き
る
レ
シ
ピ
の
調
理
実
習
を
行

い
ま
す
。

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
筆
記
用
具
な
ど

▼
申
込　

４
月　

日
（
金
）

20

▼
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
☎
６
６
２
・
３
１
６
７
）

但
馬
楽
農
講
座
２
０
１
８

受
講
生

　

有
機
栽
培
で
の
野
菜
作
り
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
今
さ
ら

聞
け
な
い
栽
培
の
基
礎
か
ら
実

践
的
な
コ
ツ
ま
で
、
長
年
プ
ロ

の
農
家
を
指
導
し
て
き
た
経
験

の
あ
る
講
師
が
丁
寧
に
指
導
し

ま
す
。

▼
対
象
者　

家
庭
菜
園
を
始
め

た
い
人
、
野
菜
づ
く
り
を
基
礎

か
ら
学
び
た
い
人
な
ど

▼
受
講
期
間　

平
成　

年
５
月

30

～　

月
（
約
８
カ
月
）

12
▼
内
容　

月
に
２
回
程
度
。
お

も
に
土
曜
日
に
、
農
業
の
基
礎

知
識
に
つ
い
て
の
講
義
や
野
菜

栽
培
実
習
、
先
進
農
家
視
察
を

実
施
。

▼
研
修
場
所　

よ
ふ
ど
温
泉

（
も
や
い
の
里
）

▼
受
講
料　

２
万
５
０
０
０
円

（
税
込
、
資
料
・
資
材
費
等
込
）
／
年

▼
募
集
人
数　
　

人
（
夫
婦
・
家

20

族
単
位
で
の
応
募
可
）

▼
申
込
方
法　

所
定
の
受
講
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話
に
て
事
務

局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

講
座
の
詳
細
を
知
り
た
い
人

(
)

は
４
月　

日 

土 

に
事
前
見

14

学
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　

４
月　

日
（
月
）

30

ま
で
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

但
馬
楽
農

講
座
事
務
局
（
与
布
土
地
域
自

治
協
議
会
内
）（
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
６

７
６
・
３
０
３
０
）

※
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
は
、月

～
金（
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

大
人
の
自
然
学
校
受
講
者

　

身
近
な
自
然
に
気
付
く
感
性

や
自
然
の
中
で
楽
し
む
力
を
高

め
る
と
と
も
に
、
主
体
的
に
環

境
活
動
を
推
進
す
る
人
材
を
育

成
し
ま
す
。

▼
日
時　

４
月　

日
（
火
）
午
後

17

１
時
～
４
時

▼
場
所　

県
立
南
但
馬
自
然
学

校▼
対
象
者　

自
然
体
験
活
動
に

関
心
の
あ
る
一
般
県
民

▼
講
師　

南
但
馬
自
然
学
校
長

お
よ
び
職
員

▼
参
加
費　
　

円
（
保
険
料
）

50

広告
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０
０
０
円
）

▼
申
込　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
市
役
所
な
ど
に
配
置
の
申
込

用
紙
に
記
入
の
上
、
４
月　

日
13

（
金
）
ま
で
に
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
、
郵
送
（
〒
６
６
８
‐
０

０
３
３
豊
岡
市
中
央
町
２
‐
４
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

（
公
財
）
但

馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会

（
☎
０
７
９
６
・　

・
２
２
４
７
、

24

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
６
・　

・
１
６
１

24

３
）

ふ
る
さ
と
ひ
ょ
う
ご
創
生
塾

　

塾
生
募
集

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
新
し
い

地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
指

し
、
地
域
活
動
の
実
践
力
を
高

め
る
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

４
月　

日
（
月
）

30

ま
で

▼
講
座
日
時　

５
月
～
２
年
間

（
毎
月
第
２
・
第
３
土
曜
日
）
午

前　

時
～
午
後
４
時

10

▼
定
員　

約　

人
30

▼
受
講
料　

３
万
円
／
年

▼
講
座
会
場　

神
戸
ク
リ
ス
タ

ル
タ
ワ
ー
内
セ
ミ
ナ
ー
室

▼
申
込　

（
公
財
）
兵
庫
県
生
き

が
い
創
造
協
会
（
☎
０
７
８
・
３

６
０
・
９
０
１
５
）

地
域
オ
ー
プ
ン
講
座

　

（
ユ
ニ
ッ
ト
講
座
）
参
加
者

　

県
立
和
田
山
高
校
は
、
特
色

の
あ
る
科
目
や
地
域
の
人
に
関

心
が
高
い
科
目
に
つ
い
て
、
高

校
生
と
と
も
に
学
ぶ
場
を
提
供

す
る
「
地
域
オ
ー
プ
ン
講
座
（
ユ

ニ
ッ
ト
講
座
）
」
を
開
講
し
ま
す
。

▼
募
集
講
座
名
・
内
容

①
「
会
計
の
基
礎
」（
商
業
・
初
級

者
対
象
）

　

簿
記
・
会
計
の
基
礎
的
な
知

識
を
身
に
つ
け
ま
す
。

※
平
成　

年
度
受
講
生
は
、
対

29

象
外
。

②
「
文
学
入
門
」（
国
語
・
初
級
者

対
象
）

　

日
本
文
化
の
一
端
に
触
れ
、

豊
か
な
感
性
を
育
み
ま
す
。

▼
学
習
期
間
・
曜
日
・
時
間

平
成　

年
４
月
中
旬
～
平
成　

30

31

年
１
月
下
旬

※
授
業
実
施
の
曜
日
・
時
間
は

４
月
上
旬
に
決
定
し
ま
す
。

▼
募
集
定
員　

各
講
座
５
人
程
度

▼
応
募
資
格　
　

歳
以
上
で
、

18

学
習
意
欲
が
あ
り
、
健
康
な
人
。

▼
選
考
方
法　

応
募
者
が
多
数

の
場
合
は
初
め
て
の
人
を
優
先

し
、
さ
ら
に
多
い
場
合
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。

▼
応
募
方
法　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
氏
名
、

住
所
、
生
年
月
日
、
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ 
番
号
を
必
ず
記
入
）
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
指
定
様
式

な
し
）

▼
応
募
期
間　

３
月　

日
（
木
）

15

～
３
月　

日
（
金
）
午
後
３
時 

23

▼
説
明
会　

３
月　

日
（
金
）
午

30

後
１
時　

分（
同
校
１
階 
応
接
室
）

30

※
説
明
会
に
は
必
ず
ご
出
席
く

だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
ご
都
合
の

悪
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

県
立
和
田

山
高
等
学
校 
教
務
部
（
☎
６
７

２
・
３
２
６
９
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
６
７

２
・
３
２
６
０
）

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
・
猶
予
期
間
が
あ
る
人
へ

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
の
承

認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合
、

保
険
料
を
全
額
納
め
た
場
合
と

比
べ
、
年
金
額
が
低
額
と
な
り

ま
す
。

　

追
納
す
る
こ
と
に
よ
り
、
老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
社

会
保
険
料
控
除
に
よ
り
、
所
得

税
・
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

追
納
の
お
申
し
込
み
、
ご
相

談
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ

▼
問
い
合
わ
せ
先　

豊
岡
年
金

事
務
所
（
☎
０
７
９
６
・　

・
０

22

９
４
８
）

※
豊
岡
年
金
事
務
所
の
電
話
番

号
に
つ
い
て

　

豊
岡
年
金
事
務
所
の
各
課
・

室
の
電
話
番
号
は
、
４
月
か
ら

代
表
電
話
番
号
０
７
９
６
・　

・
22

０
９
４
８
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
無
料

相
談
会

▼
日
時　

４
月　

日
（
土
）
午
後

21

１
時　

分
～
４
時

30

▼
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市
民
活
動
室
Ｂ

▼
内
容　

土
地
建
物
登
記
、
土

地
境
界
に
関
す
る
相
談

▼
申
込　

前
日
の
午
後
５
時
ま

で
に
電
話

▼
問
い
合
わ
せ
先　

兵
庫
県
土

地
家
屋
調
査
士
会
但
馬
支
部

（
☎
０
７
９
６
・　

・
６
９
０
１
）

52

第　

回
記
念
心
象
但
馬
書
展

46

　
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
書
展
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　

３
月　

日
（
金
）
～　

16

18

日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

お
知
ら
せ

12２ ０ １８年3月　市広報やぶ 

広告

指導者　西 野 玉 龍　・　西 野 桃 笠

☎０７９－６６２－７６７６

心象書道教室　〒６６７－００２１養父市八鹿町八鹿１０６０

生 徒 募 集
プロが教える書道教室 広告

幼児から大人まで　月３回
火・水・金・土　お好きな曜日が選べます
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美容医療サービスで　美容医療サービスでもも
クーリング・オフできますクーリング・オフできます！！

消費生活消費生活セセンタンターからーからのの

お知らお知らせせ　　  ☎６６☎６６２２‐‐３１７３１７００

　昨年１２月１日に『改正特定商取引に

関する法律』が施行されました。

　今回は、「美容医療にクーリング・オ

フ制度が導入」について紹介します。

　※美容医療とは、医師による医療の

うち、「専ら美容の向上を目的として行

われるサービス」のことです。

【相談事例】

　美容クリニックに行き、約50万円で

1年間の全身レーザー脱毛を契約した。

　しかし翌日になり冷静に考えると高

額なのでやめたい。

　　　　　　　　　　（20歳代　女性）

【アドバイス】

　従来「脱毛」は、エステ店での契約で

あれば、施術の提供期間が1カ月を超え、

かつ金額が５万円を超える場合はクー

リング･オフの対象でした。

　一方、同様の契約を美容クリニック

ですると、クーリング・オフはできませ

んでした。しかし、今回の改正で「脱毛、

にきび、しみ、そばかす、ほくろなどの

除去・皮膚のしわ、またはたるみの症状

の軽減・脂肪の減少・歯牙の漂白等」に

ついては、エステの契約と同様に施術

の提供期間が１カ月を超えかつ金額が

５万円を超える場合は、クリニックで契

約しても、クーリング・オフができるよ

うになりました。

●事例のケースでは、クーリング・オフ

期間内（８日間）にクリニックに契約解

除通知を発信すれば、契約は解除され

ます。

●困ったな、お

かしいなと思っ

たらお気軽にお

近くの消費者セ

ンターにご相談

ください。

（　

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

１９
▼
場
所　

県
立
但
馬
長
寿
の
郷

▼
出
展　

一
般
、
学
生
の
ほ
か
、

出
石
荘
、
さ
わ
ら
び
ラ
イ
フ
、
ポ

ポ
ロ
の
杜
豊
岡
の
作
品
も
展
示

▼
席
上 
揮
毫 　
　

日
（
土
）
午
後

き
ご
う

17

１
時　

分
～
２
時　

分
、
視
聴

３０

３０

覚
室
で
書
家
や
学
生
部
上
位
入

賞
者
が
揮
毫
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

心
象
書
道

会
（
☎
６
６
２
・
７
９
１
４
）

第　

回
但
馬
の
ロ
マ
ン

11

　

「
楽
し
い
書
展
」

　

但
馬
の
遺
産
、
史
跡
、
風
物
、

名
所
や
寄
せ
ら
れ
た
投
稿
の
詩

句
と
心
休
ま
る
「
ほ
っ
」
と
す
る

言
葉
を
「
読
め
て
、
楽
し
い
」
書

で
表
現
し
ま
し
た
。

▼
日
時　

４
月　

日
（
土
）
～　

21

23

日
（
月
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時
、

（　

日
は
、
午
後
４
時
ま
で
）

23
▼
場
所　

八
鹿
公
民
館

▼
賛
助
作
品　

【
日
展
会
員
】
江

口
太
象
氏
、【
日
展
会
友
】
赤
居

杉
月
氏

▼
出
品
者　

【
書
】
守
本
寒
哉
、

広
川
善
徳
、
木
谷
み
ゆ
き
、
守
本

久
美
子
、
堀
井
加
代
子
ほ
か
、

【
詩
句
】
八
鹿
瀬
音
句
会
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
先　

「
書
統
」
但

馬
支
部
（
☎
０
９
０
・
３
２
７

７
・
６
９
３
７
）

司
法
書
士
に
よ
る

　

無
料
法
律
相
談
会

　

兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬
支

部
で
は
、
次
の
と
お
り
登
記
・
多

重
責
務
・
消
費
者
問
題
・
成
年
後

見
な
ど
の
市
民
生
活
無
料
相
談

会
を
開
き
ま
す
。

▼
日
時　

４
月
７
日
（
土
）
午
後

１
時
～
４
時

▼
場
所　

和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー

ホ
ー
ル

▼
予
約
先　

同
会
但
馬
支
部

（
☎
０
７
９
６
・　

・
８
０
１
１
）

23

※
予
約
専
用
。
相
談
日
の
２
日

前
の
午
後
５
時
ま
で

裁
判
傍
聴
会
の
お
知
ら
せ

　

裁
判
制
度
や
弁
護
士
活
動
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
月

に
１
回
刑
事
事
件
の
「
裁
判
傍

聴
会
」
を
開
催
。
弁
護
士
が
法
廷

に
同
行
し
裁
判
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時　

４
月　

日
（
水
）

18

午
後
０
時　

分
～
４
時
、
５
月

15

　

日
（
水
）
午
前
９
時　

分
～
午

23

15

後
１
時
、
６
月　

日
（
水
）
午
後

27

０
時　

分
～
４
時

15

▼
場
所　

兵
庫
県
弁
護
士
会
館

（
本
館
）
３
階
会
議
室
（
神
戸
市

中
央
区
橘
通
１
‐
４
‐
３
）

▼
対
象　

各
回　

人
18

▼
申
込　

希
望
日
・
名
前
・
郵
便

番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
・
職
業
・

年
齢
を
記
入
し
、
郵
送
・
メ
ー

ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

兵
庫
県
弁

護
士
司
法
問
題
対
策
委
員
会

（
☎
０
７
８
・
３
４
１
・
７
０
６

１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
・
３
５
１
・

６
６
５
１
）

協
会
け
ん
ぽ
兵
庫
支
部
の

　

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成　

年
度
の
保
険
料
率
は

30

３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら
次

の
と
お
り
改
定
と
な
り
ま
す
。

健
康
保
険
料
率

　
　

・　

㌫

→　

・　

㌫

10

06

10

10

介
護
保
険
料
率

　

１
・　

㌫

→
１
・　

㌫

65

57

※
任
意
継
続
被
保
険
者
は
４
月

分
か
ら
の
変
更
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

協
会
け
ん

ぽ
兵
庫
支
部
（
☎
０
７
８
・
２
５

２
・
８
７
０
２
）
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公公民民館館・・ホホーールルだだよよりり
八鹿公民館（☎６６２‐６１４１）　養父公民館（☎６６４‐１１４１）
大屋地域局（☎６６９‐０１２０）　関宮公民館（☎６６７‐２３３１）

薄
日
射
す　

今
年
は
太
く
注
連
を
綯
う　
　
　
　

橋
本　
 
信
水

除
夜
静
か　

一
年
の
芥
未
だ
残
し　
　
　
　
　
　

藤
原 　

萬
郷

除
夜
静
か　

手
繰
り
寄
せ
た
き
春
の
彩　
　
　
　

藤
原 
早
百
合

除
夜
静
か　

四
方
鳴
る
鐘
に
湧
く
意
欲　
　
　
　

中
尾 
こ
と
ゑ

除
夜
静
か　

七
巡
り
に
動
く
我
の
干
支　
　
　
　

太
田
垣 
祐
子

除
夜
静
か　

新
し
き
風
し
の
び
寄
る　
　
　
　
　

藤
原 　

さ
ち

除
夜
静
か　

隆
る
雪
寒
し
仕
舞
風
呂　
　
　
　
　

砂
原　
 
潤
子

除
夜
静
か　

鬱
憤
晴
ら
し
食
す
蕎
麦　
　
　
　
　

福
富 
ひ
と
み

除
夜
静
か　

こ
の
幸
福
を
守
ら
ね
ば　
　
　
　
　

山
崎 
よ
し
子

除
夜
静
か　

鐘
の
音
低
く
そ
っ
と
聞
く　
　
　
　

吉
井 　

裕
美

除
夜
静
か　

夫
婦
共
々
春
を
待
つ　
　
　
　
　
　

茨
木 
鹿
の
子

冠句やまざと

第　

回
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト

12

　

市
内
４
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
が
一
堂

に
会
し
、
合
同
演
奏
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

中
学
校
１
・
２
年
生
が
、
一
生
懸
命
に

前
向
き
に
演
奏
す
る
姿
を
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
日
時　

３
月　

日
（
土
）
午
後
１
時　

17

30

分
開
演
（
午
後
１
時
開
場
）

▼
場
所　

八
鹿
文
化
会
館
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先　

八
鹿
公
民
館

春
休
み
・
せ
き
の
み
や
爆
笑
ラ
イ
ブ

　

人
気
実
力
派
漫
才
コ
ン
ビ
と
注
目
の

若
手
漫
才
コ
ン
ビ
の
計
６
組
が
関
宮
に

集
結
。
大
爆
笑
の
ネ
タ
を
連
発
し
ま
す
。

　

ラ
イ
ブ
終
了
後
に
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

▼
日
時　

３
月　

日
（
土
）
午
後
２
時
開

31

演
（
午
後
１
時
開
場
）

▼
場
所　

ノ
ビ
ア
ホ
ー
ル

▼
出
演　

シ
ャ
ン
プ
ー
ハ
ッ
ト
・
モ
ン

ス
タ
ー
エ
ン
ジ
ン
・
モ
ン
ブ
ラ
ン
・
タ
ナ

か
ら
イ
ケ
ダ
・
マ
ル
セ
イ
ユ
・
ネ
イ
ビ
ー

ズ
ア
フ
ロ

▼
入
場
料　

大
人
１
０
０
０
円
、
子
ど

も
（
高
校
生
以
下
）
５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先　

関
宮
公
民
館

チ
ェ
ロ
コ
ン
ク
ー
ル
プ
レ
イ
ベ
ン
ト　

「
増
田 
喜
嘉 
チ
ェ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
」

よ
し
か

　

第　

回
ビ
バ
ホ
ー
ル
チ
ェ
ロ
コ
ン

11

ク
ー
ル
で
第
１
位
を
受
賞
し
、
そ
の
後

国
際
的
に
活
躍
し
て
い
る
増
田
喜
嘉
さ

ん
が
華
麗
な
音
色
を
奏
で
ま
す
。

▼
日
時　

５
月　

日
（
土
）
午
後
７
時
開

26

演
（
午
後
６
時　

分
開
場
）

３０

▼
場
所　

ビ
バ
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

無
料

※
入
場
整
理
券
は
市
内
各
公
民
館
、
プ

レ
イ
ガ
イ
ド
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

養
父
公
民
館

関
宮
子
育
て
ひ
ろ
ば
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

▼
日
時　

３
月　

日
、
４
月
４
日
、　

日
、

28

11

　

日
（
毎
週
水
曜
日
）
午
前　

時
～　

時

18

10

11

　

分
30

▼
場
所　

関
宮
公
民
館

▼
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

▼
内
容　

子
育
て
中
の
親
子
が
、
情
報

交
換
や
自
由
遊
び
を
し
ま
す
。
読
み
聞

か
せ
な
ど
あ
り
。

▼
そ
の
他　

申
込
不
要
、
直
接
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

関
宮
公
民
館

　読書は豊かな感性や情操、思いやりの心、考える力を

育てます。また、新たな言葉との出会いを通して、言語

力や表現力が高まります。

読書をしましょう読書をしましょう！！
　

第11回ビバホールチェロコンクール
　第１位受賞者　増田喜嘉さん

ようか子育て広ようか子育て広場場

終了しま終了しますす

【こどもの読書週間】

4月23日～5月12日

①幼児期の子ども

には、短い時間で

よいので毎日読み

聞かせをしましょ

う！

②本の内容につい

て、楽しく子ども

と話をしましょ

う！

③家庭でも「読書

する日」を設けて、

親子で一緒に本を

読みましょう！

安
按

庵
庵
庵
庵
庵

　八鹿公民館で開催していた

『ようか子育て広場』は、

3月29日をもって終了します。

　長い間ご利用いただき、

ありがとう

ございました。

安
按

庵
庵
庵
庵
庵
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文芸ひろば（敬称略）

カ
ス
テ
ラ
の
黄
は
ひ
よ
こ
色
春
隣　
　
　
　
　
　

中
島
ち
な
み

寿
命
な
ど
分
か
る
は
ず
な
し
冬
木
の
芽　
　
　
　

羽
渕　

一
枝

葱
白
く
洗
っ
て
指
の
冷
た
さ
よ　
　
　
　
　
　
　

森
本　

源
治

夢
追
い
て
キ
タ
サ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
年
暮
る
る　
　
　

藤
尾
て
る
子

し
も
ふ
り
の
肉
一
包
み
寒
見
舞
い　
　
　
　
　
　

浜　

美
江
子

テ
レ
ビ
に
て
世
界
を
巡
る
三
が
日　
　
　
　
　
   
向
井　

一
江

大
銀
杏
見
上
げ
て
ゐ
た
り
初
御
空　
　
　
　
　
　

中
島　

弘
恵

米
寿
過
ぎ
白
髪
で
通
す
初
鏡　
　
　
　
　
　
　
　

足
立　

敦
子

初
御
空
世
界
の
平
和
願
う
な
り　
　
　
　
　
　
　

吉
崎
千
枝
子

お
降
り
や
紅
傘
白
傘
二
人
連
れ　
　
　
　
　
　
　

浜　
　

利
子

少
年
の
語
る
は
凛
々
し
寒
昴　
　
　
　
　
　
　
　

小
畑　

佐
夫

公民館図書室～おすすめの一冊～
※最寄りの公民館図書室で取り寄せることができます。

一　般　書

『アフリカローズ』

　　著　者：萩生田　愛

　　出版社：ポプラ社

　　所蔵館：養父公民館

　「アフリカのバラ」の専門店を経営する著者が、

大切な人に思いを伝える花束の作り方や贈り方、

心を潤す日々の手入れや楽しみ方など、贈る人も

贈られた人も幸せにする特別なバラの魅力を、写

真とともに伝える。

児　童　書

『Tengu天狗』

　　著　者：浜本　龍蔵

　　出版社：ルネッサンス・アイ

　　所蔵館：八鹿公民館

　慶長２年、嵐が去った紀州・白崎海岸に、大きな天

狗が打ち上げられた。声を発しない美しき少女・小

春との出会いにより、天狗の運命は大きく動き出

す。大航海時代、ロンドンからジャポンへと真実の

愛と奇跡の物語。

『世界の国旗』

　　　編　：シャスタインターナショナル

　　監　修：国際政治文化研修会

　　出版社：シャスタインターナショナル

　　所蔵館：関宮公民館

　２１７の国と地域の旗、６６の主な海外領土の旗、１１

の国際機関の旗とアメリカ合衆国５０州の旗を掲

載。旗のいわれや、国・地域の成り立ち、国別の基本

データなどをそれぞれ収録する。

『まじょ子とリボンの王国』
　　著　者：藤　真知子

　　出版社：ポプラ社

　　所蔵館：大屋市民センター

　ミユキちゃんは、まじょ子とリボンかめんと一

緒に、悪者たいじをすることに。うるわしの国で、

まほうつかいイジイジと対決しますが、イジイジ

の正体とは…？

大屋俳苑

時
と
し
て
こ
れ
で
い
い
の
か
出
来
る
こ
と

　
　
　

明
日
に
残
し
て
眠
り
て
ゆ
か
ん　
　
　
　

有
本　

倶
子

一
番
の
寒
気
と
聞
け
ば
ひ
た
す
ら
に　

　
　
　

時
を
待
ち
お
り
今
日
は
立
春　
　
　
　
　

三
島　

礼
子

考
え
て
も
答
え
の
出
な
い
課
題
あ
り

　
　
　

「
鬼
は
ー
外
」
と
声
張
り
上
げ
る　
　
　
　

松
田　

穆
子

大
川
の
堰
の
水
音
遥
け
き
に

　
　
　

吸
わ
る
る
ご
と
し
七
十
路
の
我
ぞ　
　
　

早
崎　

賢
治

初
雪
の
ち
ら
ち
ら
降
れ
る
今
日
の
空

　
　
　

覚
悟
を
決
め
る
時
と
知
り
た
り　
　
　
　

須
磨
ひ
ろ
み

人
社
会
の
慌
た
だ
し
き
時
に
コ
ピ
ー
機
は

　
　
　

今
日
も
休
む
と
ダ
ダ
を
こ
ね
を
り　
　
　

有
本
さ
や
か

二
月
尽
ぼ
う
た
ん
は
は
や
芽
を
伸
ば
し　

　
　
　

蕾
膨
ら
み
春
の
雪
載
す　
　
　
　
　
　
　

加
来　

晃
臣

演
習
の
砲
音
轟
く
琵
琶
湖
畔

　
　
　

あ
あ
孫
子
の
世
平
和
で
あ
れ
よ　
　
　
　

西
岡　

訓
子

日
め
く
り
に
書
か
れ
た
言
葉
に
頷
い
て

　
　
　

魔
法
を
か
け
ら
れ
今
日
も
始
ま
る　
　
　

福
井　

勝
子

すずの子短歌会
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　　　受受受受受受受受受受講講講講講講講講講講生生生生生生生生生生募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集受講生募集！！！！！！！！！！！

公公民民館館・・ホホーールルだだよよりり
八鹿公民館（☎６６２‐６１４１）　養父公民館（☎６６４‐１１４１）
大屋地域局（☎６６９‐０１２０）　関宮公民館（☎６６７‐２３３１）

　平成30年4月から開講予定の公民館講座のお知らせです。公民館を学びの場として、楽

しみながら心豊かな日々を送りませんか。皆さまの受講をお待ちしています。

紙漉き体験
～自分で漉いた和紙を使って

ダイヤ型ぼんぼりか行灯を作ろう！～

▼日　時　4月28日（土）

【午前の部】

　午前9時～正午

【午後の部】

　午後1時30分～4時30分

※受講：午前または午後のどちらか。

▼場　所　関宮エイドホール

▼講　師　本多秋香さん（香美町）

▼受講料　500円

▼材料費　ぼんぼり2,500円、行灯2,700円

※照明器具は別途（1,000円程度）になります。

▼定　員　各回4人　

　　　　　親子での参加も可能です。

平成30年度
公民館講座前期

あなたに似合う色が見つかる

印象アップ講座　春は「カラー」から元気をもらえる季節！あ
なたに似合う色を見つけて、魅力も気持ちも
アップさせましょう。今、心が沈んでいる人も
ぜひお越し下さい。

▼日　時　4月14日（土）午後1時30分～

　　　　　毎月第2土曜日全12回

▼場　所　八鹿公民館

▼講　師　小谷　勇さん（養父市）

▼受講料　前期3,000円　後期3,000円

▼定　員　10人

古文書を読もう
～地域の歴史をさぐる古文書を
　　　　　解読し学びます～

《申込期間》
　3月22日（木）まで
　　※各講座初回開催日の1週間前まで
《申込・問い合わせ先》　
八鹿公民館（☎662‐6141）
　午前9時～午後5時受付　※水曜日休館
《その他》　
・申込期間中に定員になった場合は、その時点で
締め切ります。
・申込み人数が少ない場合、開講を取りやめるこ
ともあります。
・受講料・材料費は初回にまとめてお支払いくだ
さい。受講料は原則、返金できません。
・講座内容・日時などは変更する場合もあります。

▼日　時　５月１９日（土）、７月７日（土）

　　　　　午後２時～３時

▼場　所　八鹿公民館

▼講　師　高橋博さん（朝来市）

▼受講料　２回1,000円

▼定　員　１５人

高橋先生の

筋力アップ体操教室

～筋力増強・転倒予防のため
無理のない体操からはじめましょう～

▼講　師　4月15日（日）午後2時～4時

▼場　所　養父公民館

▼講　師　豊嶋のぞみさん（丹波市）

▼受講料　500円

▼定　員　20人
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▼日　時　4月21日（土）午後2時～

▼会　場　養父公民館調理実習室

▼講　師　小畑理子さん （養父市）

　　　　　　Rico café

▼受講料　1,000円

▼定　員　20人

やぶ鹿料理教室
～手間をかけずにおいしく食卓へ～

　鹿肉料理に親しみ、捕獲した鹿の有効活用
について理解を深めましょう。

小品盆栽講座
～掌上の盆栽を作ってみませんか～

　自然の凝縮をミニチュアで表現していき
ます。

歌舞伎入門
～知ろう！見よう！やってみよう！～

　今回特別に舞台（葛畑）の機構や中の様子の
見学ができます。歌舞伎の鑑賞、体験など歌舞
伎の世界にご案内。

▼日　時

①６月３日（日）午前１０時～正午

②６月９日（土）午前１０時～正午

③６月１７日（日）午前９時～正午

▼内　容　

①国指定民俗文化財「葛畑の舞台（芝居堂）」

と葛畑演劇資料館の見学

②過去の歌舞伎DVD鑑賞

③歌舞伎体験（口上、三番叟など）

▼場　所　①養父市葛畑、②・③関宮公民

館

▼講　師　①・②・③西村武さん（養父市）

③嶋田睦寿さん、嶋田真寿さん（同市）

▼受講料　3回1,500円

▼定　員　10人

▼日　時　初回4月8日（日）午前10時～正午

以降6月10日、8月19日、10月14日計4回開催

▼会　場　八鹿公民館

▼講　師　中村晴敏さん（養父市）　

▼受講料　2,000円　

▼材料費　1,000円

　　　　　　　　　　　　　　　（初回）

▼定　員　10人

▼日　時　6月16日（土）午前9時～正午

　　　　　（雨天中止）

▼会　場　全天候運動場公園周辺

▼講　師　田村数秋さん（養父市）

　　　　　　マルゴ緑化園（株）

▼受講料　500円

▼定　員　10人

庭師による剪定講座
～プロの剪定を学べます～

　自宅周辺の木、果樹など自信を持ってスッ
キリさせましょう。

オリジナルのガーデニング講座　～楽しく学ぶ実践講座～
　座学と実習を交えながら、どんな人にも分
かりやすい基礎と季節の花の育て方をシリー
ズで学びます。

▼日　時　初回５月２５日（金）午後1時30分
　　　　　～3時30分
　　　　　以降月1回金曜日　計７回開催　
　　　　　（日程は後日）

▼会　場　八鹿公民館

▼講　師　宿南安枝さん
　　　　　（養父市）

▼受講料　3,500円
　　　　　（材料費別途要）

▼定　員　15人
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モミの枝の採取作業

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
２
月
７
日
、関
西
育
種
場
の
職
員

が
青
谿
書
院
を
訪
れ
、モ
ミ
の
枝　
12

本
を
採
取
し
ま
し
た
。将
来
的
に
は

青
谿
書
院
に
も
苗
を
戻
し
て
植
樹

す
る
計
画
で
す
。す
で
に
養
父
市
関

係
で
は
、樽
見
の
大
ザ
ク
ラ
、建
屋

の
ヒ
ダ
リ
マ
キ
ガ
ヤ
、妙
見
の
大
ス

ギ（
別
名
・
夫
婦
杉
）が
育
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
草
庵
先
生
は
、「
理
想
は
高
く
も

ち
、学
問
は
身
近
に
役
に
立
つ
こ
と

を
重
ん
じ
る 
（
志
は
高
遠
を
期
し
、

功
は
切
近
を
貴
ぶ
） 
」を
大
切
に
し

ま
し
た
。草
庵
先
生
の
理
想
を
示
す

よ
う
に
モ
ミ
の
木
は
、高
く
真
っ
直

ぐ
に
伸
び
て
い
ま
す
。

　
　

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

4
月 

　
宿
南
に
あ
る
青
谿
書
院
は
池
田

草
庵
先
生
が
弘
化
４
年（
１
８
４
７

年
）に
開
い
た
漢
学
塾
で
す
。開
塾

に
あ
た
っ
て
青
谿
書
院
の
前
庭
に

マ
ツ
・
モ
ミ
・
カ
シ
の
３
本
を
植
え

ま
し
た
。

　
冬
に
な
っ
て
も
落
葉
せ
ず
一
段

と
緑
の
さ
え
る
木
々
を
草
庵
先
生

が
愛
し
た
こ
と
か
ら
、門
人
た
ち
が

記
念
に
植
え
た
も
の
で
す
。現
在
は

モ
ミ
だ
け
が
残
り
、樹
齢
約
１
７
０

年
、樹
高　

・
５

㍍
、幹
周
り
３
・　

25

85

㍍

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
財
団
法
人
青
谿
書
院
保
存
会
で

は
モ
ミ
の
衰
退
を
心
配
し
、平
成　
28

年
か
ら
樹
木
医
に
依
頼
し
て
樹
勢

回
復
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、保
存
会
と
養
父
市
で
は
、

国
の
森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種

セ
ン
タ
ー
関
西
育
種
場（
岡
山
県
勝

央
町
）に
枝
の
採
取
を
依
頼
し
ま
し

た
。

　
森
林
総
合
研
究
所
で
は「
林
木
遺

伝
子
銀
行
１
１
０
番
」と
い
う
制
度

を
設
け
、巨
木
や
銘
木
を
接
ぎ
木
な

ど
で
育
成
し
、遺
伝
の
保
存
と
育
成

青
谿
書
院
の
モ
ミ
の
木

行  事  名日  程

 母子健康手帳交付日（市役所健康課、9：45～11：00）※予約制9日（月）

 ひよママクック（やぶ保健センター、10：00～）※予約制10日（火）

 ２歳児育児相談（やぶ保健センター、9：30～9：50受付）11日（水）

  ３歳児健康診査（やぶ保健センター、13：20～14：00受付）12日（木）

 人権相談（八鹿公民館、養父公民館、大屋市民センター、関宮エイ  
 ドホール9：00～11：30受付） 

13日（金）

 ７カ月児育児相談（やぶ保健センター、9：30～9：45受付）
18日（水）

 行政相談（大屋市民センター、関宮公民館、9：00～11：30受付）

 ４カ月児健康診査（やぶ保健センター、13：20～14：00受付）19日（木）

 行政相談（八鹿公民館、養父公民館、9：00～11：30受付）21日（土）

 母子健康手帳交付日（市役所健康課、9：45～11：00）※予約制23日（月）

 たまひよサロン（やぶ保健センター、9：45～10：00受付）※予約制24日（火）

 カウンセリング（やぶ保健センター、13：30～受付）※予約制26日（木）

 献血（やぶyタウン、10：00～12：30、13：30～16：00受付）29日（日）

ま
ち
の
文
化
財 
161

春は引っ越しや就職のシーズンです春は引っ越しや就職のシーズンです。。
国民健康保険に関する手続き　国民健康保険に関する手続きはは
早めに行いましょう　早めに行いましょう。。

こんなときは１４日以内に届出を！

国民健康保険からのお知らせです

・ほかの市区町村から転入した

・職場の健康保険をやめた

・子どもが生まれた

・生活保護を受けなくなった

・ほかの市区町村に転出する

・職場の健康保険に入った

・家族の健康保険の被扶養者になった

・被保険者が死亡した

・生活保護を受けることになった

 

※修学のために転出する場合、届け出

を行わないと保険証が使えなくなり

ます。市役所保険医療課へご相談くだ

さい。

▲

問い合わせ先
　　保険医療課（☎662‐3165）

国保に加入するとき

国保をやめるとき
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　「燃やすごみ収集袋」の中にスプレー缶や金属製品、その他不燃ごみな

どを入れないようにしてください。燃やすごみ収集袋の中にこれらのも

のが入っていると、ごみ処理に支障をきたします。

　「南但クリーンセンター」を長く大切に使っていただくため、燃やすご

みを出す場合はルールを守り、次のことに気をつけてください。

市
広
市
広
報報
や
ぶ
や
ぶ

市
広
市
広
報報
や
ぶ
や
ぶ

2
0
1
8
. 3
 .1
5
 　
3
月
号

養父養 父 市市

わがやのアイドルを募集中!!
掲載を希望される人は市役所情報課ま

でご連絡ください。（緯６６３‐２６００）

●
編
集
・
発
行
　
養
父
市
危
機
管
理
室
情
報
課
　
　
兵
庫
県
養
父
市
八
鹿
町
高
柳
2
7
0
2‐
3
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  　
緯
（
0
7
9
）
6
6
3‐
2
6
0
0
　
F
A
X（
0
7
9
）
6
6
3‐
2
3
8
5

み
ん
な
の
び
の
び
と
大
き
く
な
っ
て
ね
。　
  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　

（
父
・
母
よ
り
）

十二所一

羽渕　 千紗 ちゃん　　（６歳 ）
ちさ

　　　さとかちゃん  （３歳 ）

　　　 三花 ちゃん　　（４カ月 ）
みはな

こ
れ
か
ら
も
笑
顔
で
楽
し
く
遊
ぼ
う
ね
♪

父
と
母
の
宝
物
で
す
。　
　
　
　

（
父
・
母
よ
り
）

円山台

小林　 悠人 ちゃん　　（１歳 ）
ゆうと

強
く
、た
く
ま
し
く
、優
し
く
育
っ
て
ね
。　
  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　

（
父
・
母
よ
り
）

宮本

島　　 絆 ちゃん　　　 （９歳 ）
きずな

　　　 翔奏 ちゃん  　 （８歳 ）
かなで

　　　 櫂羽 ちゃん　   （５歳 ）
かいは

３
人
仲
良
く
元
気
い
っ
ぱ
い
大
き
く
な
っ
て　
  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　

（
父
・
母
よ
り
）

葛畑

中村　 悠人 ちゃん　　（４歳 ）
ゆうと

　　　 結珠 ちゃん　　（２歳 ）
ゆず

　　　 百花 ちゃん　　（７カ月 ）
ももか

▼問い合わせ先　南但クリーンセンター（☎670‐3366）　

燃やすごみの出し方について

　スプレー缶や金属製品、その
他不燃ごみなどは無料で回収し
ています。それぞれ決まった収
集日の午前8時30分までに出
してください。

　燃やすごみ収集袋をごみ収集
場所に出される際は、規定量を
守り、指定袋の口をしっかり結
んで中身がこぼれ落ちないよう
に出してください。

日
の
出
通
商（
株
）食
品
カ
ン
パ
ニ
ー 

但
馬
醸
造
所

　

（
☎
6
6
9
・
1
1
0
0
）

　

日
の
出
通
商（
株
）食
品
カ
ン
パ

ニ
ー 
但
馬
醸
造
所
が
製
造
･
販
売
す

る「
但
馬
の
ゆ
ず
山
椒
」が
、「
や
ぶ
の

太
鼓
判
」第　

号
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

38

　

地
元
で
と
れ
た
天
滝
ゆ
ず
の
皮
と

朝
倉
山
椒
を
練
り
合
わ
せ
た
、山
椒
の

ピ
リ
ッ
と
し
た
ア
ク
セ
ン
ト
と
柚
子

の
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
爽
や
か
な
味
の

香
辛
料
で
す
。

　

味
噌
汁
、刺
身
、麺
、鍋
な
ど
あ
ら
ゆ

る
料
理
の
薬
味
と
し
て
お
使
い
い
た

だ
け
ま
す
。

　

価
格
は
5
0
0
円（
税
込
）。市
内
の

道
の
駅
や
同
社
H
P
な
ど
で
お
買
い

求
め
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://ta
jim
a
jo
z
o
.c
o
.jp

「
但
馬
の
ゆ
ず
山
椒

「
但
馬
の
ゆ
ず
山
椒
」」

　※テープなどで口を止めると、収集員が抱え込んで持たなければならない

　ため、ごみが散乱しやすく、安全に収集ができません。

ごみ出しのルールとマナー

◎決められた日時に出す ◎決められた出し方

しっかり結ぶ

※袋に記載さ

れている結び

方を確認くだ

さい。

テープで止めない

養父市地域ブランド養父市地域ブランド品品

「やぶの太鼓判「やぶの太鼓判」」にに認定認定されましされました！た！

良い例 悪い例


